
 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハルシオンと 

ヒメジョオン 

季節だより 

ボタン 

 

班 通 信  
№ ７ 

令和５年５月１０日 

令和５年度「定期総会」開催される 

４月23日（日）14:00から「市民会館いわつき」の集会

室３で開催され、会員２２名、来賓２名の参加がありま

した。改選された新里会長の元、幹事１名を増員した体

制が組まれ、新会員１名を迎えて４９名の組織となりま

した。今年度は会の運営や事業のさらなる充実を図るこ

とはもとより、マンネリ化することなく柔らかく広い視

野で今後の道筋を模索する年にしなければなりません。

それには役員の頑張りと共に、会 

員の皆様のご理解とご支援が何よ 

りも必要です。是非事業等に積極 

的にご参加いただき、会の実態を 

肌で感じていただけますようよろ 

しくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回企画研修会実施案まとまる 
本会元会長 内田茂先生 自作の「紙芝居」による 

『岩槻の歴史を学ぼう』（仮） 
 
〇日時 令和5年７月30日（日）13:30～16:00 

〇会場 コミセンいわつき 会議室ＡＢ 

〇講師 内田茂 先生 

〇上演 岩槻紙芝居の会 

絵画、書、漢詩、執筆など、その多才ぶりを存分に発

揮されてきた内田先生ですが、中でも長年意欲的に取り

組んでこられたのが紙芝居制作です。先生ご自身子供た

ちの前等で上演されてきましたが 

今回は活動を引き継いだ「岩槻 

紙芝居の会」に「岩槻の歴史」 

にちなむ内容のものを３巻上演 

していただき、岩槻の歴史を学 

ぼうという企画です。また当日は内田先生ご自身にもお

話しいただく予定です。詳細は後日配布される開催文書

をご覧の上、是非ご参加ください。 

◎内田茂先生のご紹介 

本会最長老の先生は、東京都八王子市ご出身で、北海

道内で教諭・教頭職をされた後、岩槻市に移り城南中教

諭・岩槻中教頭・岩槻市教委指導主事・西原小校長・市

教委指導課長・岩槻中校長・岩槻市教育長として教育界

に貢献され、平成 13年秋の叙勲を受章されました。ま

た平成16年度から3年間、本会会長も務められました。 
 

さいたま市 

岩槻班退職校長会 

事務局：090-5826-3329（岡野） 

 

ハルシオン（春紫苑）は、夏に紫の花が咲く紫苑に似た「春の紫苑」の意味です。大正時代に園芸用と
してアメリカから導入されたものの、花壇から逃げ出し雑草化したものです。以前は公園などに繁茂し
除草剤で駆除されましたが、抵抗性を得た突然変異が現れ、再び勢力を増し現在では春を彩る野草とな
っています。他の植物が眠っている冬季は地面に放射状に広げた葉（ロゼット）で光を受け栄養分を貯
め込みます。そして気温が上がると株の中央から直立した茎を伸ばし、周囲に先んじて花をつけ、花粉
を運ぶ昆虫を独占します。栄養分は茎をより早くより高く伸ばすことに集中的に使われるため、その断
面は中空です。4月、下向きの蕾は開花とともに上を向き、キク科独特の周囲に白い舌状花・中心は黄
色の筒状花が集まっています。一方、同様の経緯で持ち込まれたヒメジョオン（姫女苑）は6月頃から
咲き始めます。両者は大変良く似ていますが、ヒメジョオンはハルシオンに比べ、➀茎の中は詰まって
いる、➁葉の基部は茎を巻かない、➂蕾は上向き、➃開花時根元に葉が無い等の違いが見られます。 

もうお読みになりましたか？ 
会報№２５「はい！こんにちは」を配布 

今回は３４名の会員からの寄稿があり、内容も漢詩や

句、旅の印象、思い出、趣味や活動に関することなど多

岐にわたっています。それぞれの文からは、会員の皆さ

んの生活の息吹が感じられます。また令和４年度の会の

活動の概要や、会員の皆様から寄せられた情報を基に、

本会のこれまでの年譜も掲載されています。是非手に取

ってじっくお読みいただけたらと思います。 

 

 訃報 本会幹事 黒須隆雄氏（68歳）が、３月２４日ご逝去されました。生前のご功績に敬意を表し、また会へのご貢献
に感謝を申し上げ、謹んでご冥福をお祈りいたします。令和４年度は二人の仲間を失うという、誠に悲しい年になってしま
いました。お二人がお書きになった文章が「会報第２５号」に掲載されていますのでご覧下さい。 

令和5年度がスタートしました。新型コロナの第９波も気がかりですが、国の対応の在り方も変わり世間は

活気を取り戻しつつあります。我が退職校長会も右肩上がりで盛り上げていきたいと願っています。 

 昨年度に引き続き「班通信」も発行してまいります。できる限りホットな話題をお届けできるよう努めます

が、是非皆様から、近況や会への感想・ご意見・提案、社会事象等で日常感じていること・頭に浮かぶことなど

を気軽に郵便やメール、FAX 等でお寄せいただき、「会員が語りあえる双方向の情報交換の場」になることを

願っています。どうぞよろしくお願いいたします。【送付先】大河内哲二：339-0066さいたま市岩槻区愛宕

町４－２０、FAX:７56-2248、PCmail：tetsuoh03＠yahoo.co.jp、携帯・SMS：090-1555-9７35 

ハルシオン 


